
＊ごみの処理は ＊
大阪市許可業者との直接契約が原則であり
処理責任は、排出事業者 にあるんです。

（ごみを排出するお客さま）

大阪市内の一般廃棄物の収

集運搬は大阪市の許可を得

ている事業者だけが請け負

うことができます。

大阪市の一般廃棄物のごみ処理手数料は市条例で定められて

おりますが、一般廃棄物の処理や料金でお困りごとがございまし

たら、現在委託されている許可業者にお尋ねください。

廃棄物の処理業許可を持たない業者によるトラブルが多発しています。

 また、現行の契約にご不明な点が
ございましたら、お気軽に
【いっぱいきょう】へ
お問い合わせください。

いっぱきょうキャラクター
きれーたん

廃棄物処理法
第６条２第６項

■ 非常な低料金の委託先を求めた結果

�

お客さま（排出事業者）も 廃棄物処理法の措置

命令の対象になる可能性があります

社名等公表されコンプライアンスを果たしていな

い事業者として 社会的な評価を落としかねません

・ 不適正処理を行う廃棄物処理業者に

委託してしまっている

・ 不適正な処理を指示（黙認）等

お任せください！我々に

ご 相 談だ け で も O K

知ってほしい あれやこれ

事業所(排出事業者)

■ ごみ処理にかかる費用

事務代行費 ※ ごみ処理費 （収集運搬費 ＋ 処分費）

コンサルタントへ依頼の場合 焼却工場で処分

�

�

�

大阪市許可業者が
収集・運搬

請求

※ トラブル例：コンサルタントが悪徳な場合には、ご契約内容に沿ったごみ処理費が適正に許可業者へ支払われていないことがあります。
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Vol.1(改)

厳しい欠格要件がある許可業者とは違い、 「廃棄物管理」や「環境コンサルタント」には許認可制度がないため、

どんな人間でもビジネスへの参入が可能となっています。そのため、中には法的リスクの高い管理会社が存在し、

「廃棄物の処理コストを削減し適正化します!!」 などの甘い言葉でお客さまに近づき、著しく安い価格で廃棄物

処理を請け負い、不適正処理（産業廃棄物を一般廃棄物として処理する等）をおこなう事例も発生しております。

大阪市許可 ●●環境株式会社 ☏06-0000-0000（この欄は削除可）

発行： 一 般 社 団 法 人 大 阪 市 一 般 廃 棄 物 適 正 処 理 協 会

☏ 06-6648-5311
「 い っ ぱ い き ょ う 」 は 大 阪 市 一 般 廃 棄 物 収 集 運 搬 業 許 可 業 者 で 構 成 す る 団 体 で す . .

【通称 いっぱいきょう】

HPはこちら➔



環境省ホームぺージ
【 排 出 事 業 者 責 任 の 徹 底 に つ い て 】

１．排出事業者責任とその重要性について

廃棄物処理法第３条において、事業者は、その事業活動に伴って生じた廃棄物を自らの責任において
適正に処理しなければならず、また、当該廃棄物の再生利用等を行うことによりその減量に努めなければ

ならないとする排出事業者責任を定めている。排出事業者は、その廃棄物を適正に処理しなければなら
ないという重要な責任を有しており、その責任は、その廃棄物の処理を他人に委託すれば終了する
ものではない。
排出事業者は、その廃棄物について自ら処理をするか、自ら行わず他人に委託する場合には、産業廃棄物

であれば産業廃棄物処理業者等、一般廃棄物であれば一般廃棄物処理業者等、廃棄物処理法にお
いて他者の廃棄物を適正に処理することができると認められている者に委託しなければな
らないなど、廃棄物処理法における排出事業者責任に関する各規定の遵守について改めて認識する必要があ

る。

２．規制権限の及ばない第三者について

排出事業者による処理業者への廃棄物処理委託に際し、地方公共団体（一般廃棄物にあっては市町
村、産業廃棄物にあっては都道府県又は政令市）の規制権限の及ばない第三者が排出事業者と処理
業者との間の契約に介在し、あっせん、仲介、代理等の行為（以下「第三者によるあっせん等」と
いう。）を行う事例が見受けられる。

一般廃棄物については、平成11 年に通知「一般廃棄物の適正な処理の確保について」（平成11年８月30日

付け衛環第72 号厚生省生活衛生局水道環境部環境整備課長通知）を発出し、第三者によるあっせん等は、一

般廃棄物の処理責任が不明確になる等の理由から、市町村の処理責任の下での適正な処理の確保に支障を生じ

させるおそれがある旨周知してきたところである。

１．で述べたように、排出事業者は、排出事業者責任を有しており、排出事業者が廃棄物の処理を他人に委託

する場合は、廃棄物処理法に規定する処理業者に委託しなければならないなど、排出事業者の義務を遵守しな

ければならない。

その場合、排出事業者としての責任を果たすため、排出事業者は、委託する処理業者を自ら
の責任で決定すべきものであり、また、処理業者との間の委託契約に際して、処理委託の根幹的内容

（委託する廃棄物の種類・数量、委託者が受託者に支払う料金、委託契約の有効期間等）は、排出事業者と処

理業者の間で決定するものである。排出事業者は、排出事業者としての自らの責任を果たす観点
から、これらの決定を第三者に委ねるべきではない。
これらの内容の決定を第三者に委ねることにより、排出事業者責任の重要性に対する認識や排出事業者と処理

業者との直接の関係性が希薄になるのみならず、あっせん等を行った第三者に対する仲介料等が発生し、処理

業者に適正な処理費用が支払われなくなるといった状況が生じ、委託基準違反や処理基準違反、ひいては不法

投棄等の不適正処理につながるおそれがある。以上のように、廃棄物処理における排出事業者の責任は極めて

重いものであり、排出事業者においては、上記の点を十分認識した上で、自らの事業活動に伴って生じ
た廃棄物を自らの責任において適正に処理することが強く求められる。

平成 29 年 ３ 月 21 日 環境省通知 『廃棄物処理に関する排出事業者責任の徹底について』（抜粋）

一廃協（いっぱいきょう）ホームページ

「排出事業者責任の徹底について」（上記）関係通知を掲載。



廃棄物処理！

      廃棄物管理や環境コンサルティングを

名乗るブローカーにご注意ください

2024.10

Vol.2(改)

大阪市許可 ●●環境株式会社 ☏ 06-0000-0000（この欄は削除可）

大阪市の一般廃棄物のごみ処理手数料は市条例で

定められておりますが、処理や料金、契約の不明点等

は、契約している許可業者、または“いっぱいきょう”へ

お問合わせください。

発行： 一般社団法人 大阪市一般廃棄物適正処理協会

☏ 06-6648-5311
「 い っ ぱ い き ょ う 」 は 大 阪 市 一 般 廃 棄 物 収 集 運 搬 業 許 可 業 者 で 構 成 す る 団 体 で す . .

【通称 いっぱいきょう】

HPはこちら➔

上記に関する
お問い合わせは
こちらまで

事務代行等の委託先が法的リスクの高い会社の場合たとえば

ご契約内容に沿ったごみ処理費が適正に回収業者へ支払われていないことがあります

廃棄物の処理業許可を持たない業者（いわゆる無許可業者）による

トラブルが多発しています

知ってほしい
あれやこれ

法的リスク回避

チェック！

「いいえ」がひとつでも
ある方は、不適正処理の
リスクが高い状況です。※1 

※1  上記チェックは、あくまでも目安です。

※2 市町村による一般廃棄物の許可証を持っている許可業者でなければ、その市町村内での普通ごみ回収、工場への搬入はできません。

ごみを回収する許可業者は自ら決定しましたか？

回収業者の一般廃棄物の許可証※2を確認しましたか？

回収業者と直接契約を交わしましたか？

委託料金を自ら確認しましたか？

どのように処理されているかご存知ですか？

（はい・いいえ）

（はい・いいえ）

（はい・いいえ）

（はい・いいえ）

（はい・いいえ）

いっぱきょうキャラクター
きれーたん

■ 非常な低料金の委託先を求めた結果



お客さま（排出事業者）も廃棄物処理法の措置

命令の対象になる可能性があります

社名等公表されコンプライアンスを果たしていな

い事業者として社会的な評価を落としかねません

・ 不適正処理を行う廃棄物処理業者に

委託してしまっている

・ 不適正な処理を指示（黙認）等

厳しい欠格要件がある許可業者とは違い、 「廃棄物管理」や「環境コンサルタント」には許認可制度がないため、

どんな人間でもビジネスへの参入が可能となっています。そのため、中には法的リスクの高い管理会社が存在し、

「廃棄物の処理コストを削減し適正化します!!」 などの甘い言葉でお客さまに近づき、著しく安い価格で廃棄物

処理を請け負い、不適正処理（産業廃棄物を一般廃棄物として処理する等）をおこなう事例も発生しております。



平成29 年３月21 日 環境省通知 『廃棄物処理に関する排出事業者責任の徹底について』(抜粋)

１．排出事業者責任とその重要性について

廃棄物処理法第３条において、事業者は、その事業活動に伴って生じた廃棄物を自らの責任にお

いて適正に処理しなければならず、また、当該廃棄物の再生利用等を行うことによりその減量に努めな

ければならないとする排出事業者責任を定めている。排出事業者は、その廃棄物を適正に処理しなければなら

ないという重要な責任を有しており、その責任は、その廃棄物の処理を他人に委託すれば終了する

ものではない。

排出事業者は、その廃棄物について自ら処理をするか、自ら行わず他人に委託する場合には、産業廃棄物

であれば産業廃棄物処理業者等、一般廃棄物であれば一般廃棄物処理業者等、廃棄物処理法において

他者の廃棄物を適正に処理することができると認められている者に委託しなければならない

など、廃棄物処理法における排出事業者責任に関する各規定の遵守について改めて認識する必要がある。

２．規制権限の及ばない第三者について

排出事業者による処理業者への廃棄物処理委託に際し、地方公共団体（一般廃棄物にあっては市町村、

産業廃棄物にあっては都道府県又は政令市）の規制権限の及ばない第三者が排出事業者と処理業者と

の間の契約に介在し、あっせん、仲介、代理等の行為 (以下「第三者によるあっせん等」という。 )

を行う事例が見受けられる。

一般廃棄物については、平成11 年に通知「一般廃棄物の適正な処理の確保について」（平成11年８月30日付

け衛環第72 号厚生省生活衛生局水道環境部環境整備課長通知）を発出し、第三者によるあっせん等は、一般廃

棄物の処理責任が不明確になる等の理由から、市町村の処理責任の下での適正な処理の確保に支障を生じさせ

るおそれがある旨周知してきたところである。

１．で述べたように、排出事業者は、排出事業者責任を有しており、排出事業者が廃棄物の処理を他人に委託

する場合は、廃棄物処理法に規定する処理業者に委託しなければならないなど、排出事業者の義務を遵守しな

ければならない。

その場合、排出事業者としての責任を果たすため、排出事業者は、委託する処理業者を自らの責任

で決定すべきものであり、また、処理業者との間の委託契約に際して、処理委託の根幹的内容

（委託する廃棄物の種類・数量、委託者が受託者に支払う料金、委託契約の有効期間等）は、

排出事業者と処理業者の間で決定するものである。排出事業者は、排出事業者としての自らの責任

を果たす観点から、これらの決定を第三者に委ねるべきではない。

これらの内容の決定を第三者に委ねることにより、排出事業者責任の重要性に対する認識や排出事業者と処理

業者との直接の関係性が希薄になるのみならず、あっせん等を行った第三者に対する仲介料等が発生し、処理

業者に適正な処理費用が支払われなくなるといった状況が生じ、委託基準違反や処理基準違反、ひいては不法

投棄等の不適正処理につながるおそれがある。以上のように、廃棄物処理における排出事業者の責任は極めて

重いものであり、排出事業者においては、上記の点を十分認識した上で、自らの事業活動に伴って生じた廃

棄物を自らの責任において適正に処理することが強く求められる。

「排出事業者責任の徹底について」

環境省ホームページ 一廃協（いっぱいきょう）ホームページ➔



一 般 廃 棄 物 の 許 可 業 者 に

解約通知が届いたら

2025.03

Vol.3



大阪市許可 ●●環境株式会社 ☏06-0000-0000（この欄は削除可）

大阪市の一般廃棄物のごみ処理手数料は市条例で
定められておりますが、処理や料金、契約の不明点等
は、契約している許可業者、または“いっぱいきょう” へ
お問合わせください。

発行： 一 般 社 団 法 人 大 阪 市 一 般 廃 棄 物 適 正 処 理 協 会

☏ 06-6648-5311
「 い っ ぱ い き ょ う 」 は 大 阪 市 一 般 廃 棄 物 収 集 運 搬 業 許 可 業 者 で 構 成 す る 団 体 で す . .

【通称 いっぱいきょう】

HPはこちら➔

上記に関する
お問い合わせは
こちらまで

 一廃協 一般廃棄物処理委託契約書 作成のススメ

いっぱきょうキャラクター
きれーたん

● トラブル回避の一助として

処理委託の根幹的内容(※)を明記した契約書による
契約締結を、一廃協は推奨いたします。

（※）廃棄物の種類・数量、料金、契約の有効期限等

● 処理委託契約書の内容は

廃棄物処理法で定められた産業廃棄物処理委託契
約書と同等のものであることをおすすめいたします。

● 管理会社等が介在する場合は

三者の契約書に、『各々の役割、事業の範囲、料金等
を示す』ことで、トラブルの回避や法的リスクの低下
が見込めます。

● 契約の「ある」と安心なこと(一例)

☐ お客様と許可業者との直接契約である

☐ 業務内容が許認可の事業範囲内である

☐ 分別、保管等が適正か確認してある

☐ 収集時間・方法、立地条件を確認してある

☐ 契約期間(開始・解除)について確認してある

☐ ごみ排出量、排出場所等を確認してある

☐ ごみの適正処理に必要な料金設定である

☐ 産業廃棄物は別契約である

☐ 産業廃棄物の回収時はマニフェスト交付の予定がある

送付してきたのは？

A： 契約者

B： 契約者ではない

B

ア

契約書に解約条項はありますか？

A： ある

B： ない

契 約 解 除 通 知 書 が 届 い た 時は、契約書を確認してみましょう

【正当な契約解除】

契約者に連絡をして

最終確認と

ご挨拶をしましょう。

B

A

【不当な契約解除】

契約者に連絡をし、ア： 解約条項に違反しているために、

Ｂ： 契約の当事者ではない第三者から届いた契約解除通知は、

受け入れらない旨を伝えたうえで、改めて契約者の意思を確認しましょう。

どうしても契約解除を主張される場合には、条件を提示する等により解決しましょう。

今回の契約解除通知の内容は、解約条項に違反して
いますか？

ア： している イ： していない

A

イ



一 般 廃 棄 物 の 許 可 業 者

解約通知への対応は？

2025.08

Vol.４



大阪市許可 ●●環境株式会 社 ☏06-000- 000）

大阪市の一般廃棄物のごみ処理手数料は市条例で
定められておりますが、処理や料金、契約の不明点等
は、契約している許可業者、または“いっぱいきょう”へ
お問合わせください。

発行： 一般社団法人 大阪市一般廃棄物適正処理協会

☏ 06-6648-5311
「 い っ ぱ い き ょ う 」 は 大 阪 市 一 般 廃 棄 物 収 集 運 搬 業 許 可 業 者 で 構 成 す る 団 体 で す . .

【通称 いっぱいきょう】

HPはこちら➔

上記に関する
お問い合わせは
こちらまで

いっぱきょうキャラクター
きれーたん

③ 排出事業者の事業内容や
考え方を理解・尊重し、そ
れに沿った提案が出来るこ
と

② 処理委託料金の適正さと
その根拠を十分に説明する
こと

① コンプライアンスに関し
て問題となることが無いこ
と

廃棄物管理業に
とって必要な要素
(一社)廃棄物管理業協会
廃棄物管理業を成功するための11のポイント

⑦ 自分の足で現地に赴き、
自分の目で確認し、継続可
能な的確な提案を行うこと

⑥ 将来にわたっての見通し
を事前に報告・相談しその
時への対応方法を事前に打
合せること

⑤ 実務業者や行政などと良
好な関係のもと排出事業者
に様々な提案が行えること

④ 排出事業者や実務業者に
対しての報告・連絡・相談
の早さと精度をあげること

⑪ 情報網から得た、専門知
識を駆使し新たな処理プロ
セス並びに新たなサービス
を創造すること

⑩ 廃掃法の知識と実務的な
ルール・礼儀を理解し、良
好な関係構築に努めること

⑨ リサイクルや廃棄物に関
し法令や処理技術の最新情
報を知っていること

⑧ 回収実務業者への料金の
支払いに関し、未払い及び
遅れなどが無いこと

廃
棄
物
管
理
業

話を戻して、契約解除通知書への対応は？契約解除通知書についてお客様に直接確認！

廃棄物管理業者は、本来排出事業者が行うべき
適正な処理業者の選定や、排出物の(現地)内容
確認、数量把握、請求の一元管理、契約書作成
及び処理業者との処理方法の確認などの業務を
排出事業者の代理として、行う事業者です。

排出事業者としては、近年の各種リサイクル法
の制定や廃棄物の処理方法の複雑化、企業の社
会的責任としてISO14001等環境マネージメント
システムの取得により、その問題点が改めて問
われ、専門的な助言を外部に求めることが多く
なっています。

連絡してきたのは？

A： 契約者

B： 契約者ではない

B

E

お客様との契約書に解約条項が
ありますか？

Ｃ： ある Ｄ： ない
Ｄ

C

今回の契約解除通知は、解約条項に違反していますか？

Ｅ： している Ｆ： していない

A

F

お客様に連絡する前に、スムーズに確認できるよう契約内容を把握しておきましょう。◆ ポイント ⇒

 契約先が本社の場合、収集先のお客様にも直接確認してみましょう。

契約者に連絡して

受け入れられない旨を伝えたうえで、改めて契約者の意思を確認しましょう。

どうしても契約解除を主張される場合には、条件を提示する等により解決しましょう。

不当な契約解除
Ｅ ： 解約条項に

違反しているため、
Ｂ ： 契約の当事者ではない第三者

から届いた契約解除通知のため、

契約者に連絡をして

最終確認と

ご挨拶をしましょう。

正当な契約解除

最終確認の後、

ご挨拶をしましょう。



適正料金とは？
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大阪市の一般廃棄物のごみ処理手数料は市条例で

定められておりますが、処理や料金、契約の不明点等

は、契約している許可業者、または“いっぱいきょう”へ

お問合わせください。

発行： 一般社団法人 大阪市一般廃棄物適正処理協会

☏ 06-6648-5311
「 い っ ぱ い き ょ う 」 は 大 阪 市 一 般 廃 棄 物 収 集 運 搬 業 許 可 業 者 で 構 成 す る 団 体 で す . .

【通称 いっぱいきょう】

HPはこちら➔

上記に関する
お問い合わせは
こちらまで

いっぱきょうキャラクター
きれーたん



ごみ収集“労働”に必要な料金は

街きれいな安心生活のため
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発行： 一 般 社 団 法 人 大 阪 市 一 般 廃 棄 物 適 正 処 理 協 会

☏ 06-6648-5311
「 い っ ぱ い き ょ う 」 は 大 阪 市 一 般 廃 棄 物 収 集 運 搬 業 許 可 業 者 で 構 成 す る 団 体 で す . .

【通称 いっぱいきょう】

HPはこちら➔

大阪市許可 ☏06-


